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論文内容の要旨
本研究は、阪神・淡路大震災復興まちづくりの典型的地区のーっとして復興土地区画整理事業が行われ
ている神戸市長田区新長田駅北地区東部を研究対象地区として、支援したコンサルタントの視点から住民
主導のまちづくりシステムを解明するものであり、朝市型震災における復興まちづくりのみならず一般市
街地の都市再生、地区整備におけるまちづくりに寄与することを目的とする。
本研究における「まちづくり」とは、「市街地形成、コミュニティ形成に関する地区住民等による合意
形成組織による活動、及びそのプロセスにより発現した計画や市街地の姿」とした。まちづくり協議会制
度とまちづくり提案制度を基盤とするまちづくりの形態を研究対象とし、「まちづくりシステム」とは、
まちづくりの主軸に「まちづくり協議会活動のプロセス」をおき、この支援機能として、協議会活動のプ
ロセスをまちづくりの提案に発現するための「まちづくり提案ツール」、まちづくり活動支援やまちづく
り提案を実行する「制度対応」により構成されるシステムと規定した。
第1章は「制度対応」、第2章、第3章は「協議会活動のプロセス」、第4章~第6章は「まちづくり提
案ツール」を中心に論じた。
第1章では、当地区の市街地再生の課題に対する制度の対応状況を整理し、制度の果たした役割を評価
しfこo
第2章では、協議会活動のプロセス全体を考察し、協議会活動のプロセスが街区単位の協議会の多元的
な自己組織化により進められ、多様なまちづくり活動の成果を示す「まちづくり提案」の積み重ねにより
計画形成が行われたことが、当地区のまちづくりの特徴であることを明らかにした。
第3章では、地域形成の骨組み、街区から地区全体に至るまちづくり活動のプロセスの2つの視点から、
市街地整備計画の形成プロセスとシステムについて考察した。
第4章では、区画整理と連動した共同建替計画のプロセスを考察し、共同建替を可能にした要因は、協
議会が自律的、且つ柔軟に土地利用計画を管理する「土地利用適地」の一つで、ある「共同建替適地」の機
能にあることを示した。
第5章では、ケミカルシューズ産業地である当地区での「産業観光」の視点による地場産業振興、市街
地活性化の実態から「産業観光」の視点によるまちづくりの取り組みの意義を示した。
第6章では、住民が自主運用する町並み景観ルールの策定及び運用プロセスを考察し自主運用によるルー
ルづくりがコミュニティを育てると共にビジョンやルールの進化を促すことを明らかにした。
第7章では、各章の考察を通じて得られた知見を「住民主導のまちづくりシステム」としてまとめた。
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論文審査の結果の要旨
阪神・淡路大震災からの復興にあたって、住民主導による多数のまちづくり協議会が組織され地域の復
興に取り組み大きな力となったことは広く知られ、社会的にも大きく評価された。従来我が国の都市計画
は行政が主役になって行われることが多かったが、震災後の最近では住民の関与するまちづくりが都市計
画の第二の柱になりつつある O しかしながら、「まちづくり」の用語は人によってまちまちに使われるこ
とが多く、その概念は共有されるものとなっていないのが実態である。
本論文は、まちづくり協議会による復興が典型的に行われ、筆者が8年間関わり続けた地区を対象に、
住民主導によるまちづくりのシステムを解明することを目的としたものである。本論の最初に、まちづく
りの概念を定義づけた後、まちづくりシステムを、住民による<協議会活動のプロセス>、住民による<
まちづくり提案のツール>、それらを支える<制度対応>の3つで、構成されるとし、これを各章で具体的
に検証している。
まちづくりの中軸をなす<協議会活動のプロセス>では、それぞれ自立した12の単位協議会を基礎に目
的によっては協議会問で自己組織化されること、まちづくり活動の活性化にターニングポイントがあるこ
と、自己組織化やターニングポイントのきっかけ作りにコンサルタントの役割があること、などを指摘し、
さらに在来型の事業手法と対比したまちづくり手法のメリットと特色を明かにしている。
住民による<まちづくり提案のツール>としては、活動活性化のためのイベント企画、まちづくりビジョ
ンを明快に示すキーワード、共同建替促進を図る土地利用適地の概念、建築ルールとしてのいえなみ基準、
産業観光への取り組みなどに関して50の提案が行われ、まちづくり活動の展開に大きな効果を発揮したこ
とを示しているO
<制度対応>としては、神戸市のまちづくり条例等のまちづくり支援制度が、住民の協議会活動、住民
によるまちづくり提案を支えていることを明らかにし、さらに、都市計画制度体系におけるまちづくりの
位置づけについて、都市計画の2階層システムのあり方、並び、に都市計画マスタープランとの関係のあり
方の2点から考察している。
以上のように、本論文は、まちづくりの概念を明確に示し、住民主導による実践事例を通じてまちづく
りの有効に行われるシステムを解明し、さらにまちづくりの都市計画制度体系における位置づけについて
有益な考察を行ったものであり、これらの成果は建築学、都市工学、中でも特に都市計画分野の発展に寄
与すること大であるO よって、本論文の著者は、博士(工学)の学位を受ける資格を有するものと認めるO
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